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㈱ 桐 井 電 気 工 業 が
交通安全優良事業所表彰受ける

尾花沢市大石田町環境衛生事業組合で
車両一体型給水タンク車など配備

今年で３年目 ジャパンクリエイト㈱が
町 に 消 毒 液 を 寄 贈

山大生が雪問題解決のアイデア提案・
除雪のボランティア活動行う

の度、株式会社桐井電気工業（早坂真輝代
表取締役）が、グランドヒル市ヶ谷（東京

都）で開催された第６３回交通安全国民運動中央大
会において、（一財）全日本交通安全協会から、
交通安全優良事業所表彰を受けました。これは、
同社が多年にわたり交通安全対策を積極的に推進
し、交通事故の防止に尽力された功績が評価され
たものです。
　大変おめでとうございます。

の度、尾花沢市大石田町環境衛生事業組合
（結城裕管理者）では、車両一体型給水タ

ンク車など２台の公用車を新たに配備しました。
一度に３，０００リットルの水を運ぶことができ、エ
ンジンと電気で動くポンプが搭載されており、毎
分２００リットルの圧送給水や、高さ３０メートルの
高所まで水を送ることができます。
　車両の安全祈願式に出席した結城管理者は、「当
組合には生活に欠かすことのできない水を住民の
皆さんに届ける責務があります。万が一の災害に
備えて引き続き体制を強化していきます」と話し
ていました。

ャパンクリエイト株式会社（柏倉巧代表取
締役）が１月２３日（月）に役場を訪れ、消毒

液約７２リットル（一斗缶×４缶）を寄贈しました。
これは、柏倉代表の「子どもたちが元気に過ごせ
るように」との思いから実施されたもので、令和
２年度から毎年寄贈いただいています。
　寄贈いただいた消毒液は町内の小中学校で活用
させていただきます。
　大変ありがとうございました。

が抱える雪などの問題を解決しようと、山形
大学の学生によるアイデア発表会が１月２２日

（日）に虹のプラザ「中会議室」で行われました。山
形大学とは、平成２７年に地方創生に関する連携覚書
を締結し、雪の問題や若者の町への定着などをテー
マに学生と地域住民との交流事業を行っており、昨
年も同様の発表会を行っています。発表会に参加し
た学生たちは、「雪室の利用を推進して雪の利活用

と除排雪経費の削減を目指す」や「雪上花火大会を開催して集客を図る」、「雪下ろしが不要になるダミー
屋根や新素材を開発する」など雪問題の解決案を提案していました。
　また、午後には大石田駅前駐車場の除雪や雪灯ろう作りのボランティア活動を行いました。学生たちは、
町内で除雪ボランティア活動を行う「スノーバスターズ」のメンバーから指導を受け、慣れない除雪に苦
戦しながらも次々と雪を片付けていました。
　観光で駅を訪れた神奈川県の男性は、学生が作成した雪灯ろうを見て「駅から出たら雪灯ろうがあって
驚きました。映えスポットになって良いと思います」と話していました。

町

ここ ジ

認知症を正しく理解しよう
形大学医学部の森岡大智助教を講師に招い
た認知症講座が、１月２３日（月）に虹のプラ

ザ「中会議室」で行われました。この講座は、町
民の方に認知症を正しく理解して予防に役立てて
もらいたいという考えから昨年度から町が開催し
ているものです。
　認知症は「アルツハイマー型認知症」と「レビー
小体型認知症」の２つに分けられ、それぞれで症
状が異なります。正しい知識を身につけることで、
認知症を予防（認知症になるのを遅らせる、進行
を緩やかにする）することが可能です。有酸素運
動の習慣を取り入れたり、野菜や果物の多い健康
的な食生活を送ることなど手軽に始められること
もあります。「認知症かな」と思ったら、保健福
祉課介護保険担当にご相談ください。

町にルーツがあるペルーの若者
と大中生徒が交流深める

石田町にルーツがあるペルー山形県人会の加
藤・マルティネス・キミ・アレハンドラさんが、

１月２５日（水）に大中を訪れ、生徒と交流しました。
　加藤さんは日系ペルー人４世で、曾祖母が大石田
町出身。祖母や昨年他界した祖父と一緒に来日し、
曾祖母の故郷である大石田町に来ることを夢見て過
ごしてきました。
　この日は、加藤さんを歓迎しようと大中の１年生
が町の美味しい食べ物や観光名所などを紹介する寸
劇を披露しました。生徒の寸劇では、あいさつやセ

山

大

リフなど各所でペルーの公用語のスペイン語が使用され、加藤さんへの「おもてなし」を考えた工夫が凝
らされていました。加藤さんは「一生懸命に準備してくれてありがとう」と感謝を述べました。
　寸劇の後には、加藤さんが母国ペルーの観光名所や食べ物を勉強中の日本語で紹介しました。有名なマ
チュピチュ遺跡やナスカの地上絵のほか、ペルー名物のクイ（モルモット）料理などが写真を添えて紹介
されると、生徒たちからは日本との違いに驚きの声が上がっていました。
　交流に参加した三浦爽太さん（大中１年）は、「普段知ることができないペルーのことが勉強できて良かっ
たです」と話していました。
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